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寵翠璽畢謹
陸上自衛隊では、 3月中の

実弾射撃をつぎのとおり行

ないます。

実施場所一池田射撃場

実施日程一 1日---..2日、

4 日、 5 目、 14 日 ~16 日

18 日 ~23 目、 25 日~ 26日
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-外山三郎氏(大村き〈ら、 玖島さ〈らの天然記

念物指定に尽力〉

・高木隆虎氏(農協を合併し、県下初の総合農協

の育成に尽力〉

・浅田熊次郎氏(水産業の振興に寄与〉

・大導寺宏氏(教育施設の充実に寄与〉

・黒丸踊保存会く郷土民踊黒丸踊の継承と保存に

尽力〉

・大村民踊協会(大村の民踊を通じて観光宣伝に

尽力〉

市制施行26周年記念

市は、市制施行26周年記念の式典を 2月12日に

市役所全職員を大会議室に集めて行ないました。

式は、大村市長の式辞、福井市議会議長の祝辞

につづき、市長から市の発展に協力した方や、市

職員として永年勤続した人に表彰状と記念品をお

〈りました。

市政功労者はつぎのとおりです。 ク

一
一
月
十
一
日
は
大
村
に
市

制
が
施
行
さ
れ
た
記
念
日
。

大
村
が
市
に
な
っ
た
の
は

大
東
亜
戦
争
勃
発
直
後
の
昭

和
十
七
年
で
あ
る
か
ら
、
今

年
で
満
二
十
六
年
た
っ
て
い

る
わ
け
で
、
全
国
で
百
八
十

八
番
目
に
で
き
た
市
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
の
人
口
も
、
当
時
は
大

村
が
軍
事
的
に
主
要
な
役
割

を
持
っ
て
お
り
、
旧
海
軍
二

十
一
空
廠
、
旧
陸
軍
四
十
六

連
隊
の
所
在
地
で
あ
っ
た
た

め
、
十
万
を
起
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。

終
戦
後
、
大
村
市
は
平
和

的
な
学
園
都
市
の
構
想
を
立

て
、
一
時
は
長
崎
大
学
、
県

立
長
崎
工
業
高
等
学
校
な
ど

も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
十
万

都
市
の
目
標
を
立
て
、
工
業

都
市
と
な
る
た
め
の
企
業
誘

致
条
例
を
も
う
け
、
工
場
の

誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

又
、
長
崎
と
佐
世
保
の
中

間
に
あ
る
の
を
利
用
し
て
、

ベ
ッ
ド
グ
ウ
ン
(
住
宅
地
域
)

に
な
る
こ
と
に
も
最
大
の
努

力
を
払
っ
て
い
る
。



(2) り大村市政だよ

昭
和
四
十
三
年
度
の
固
定

資
産
(
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
)
の
価
格
と
課
税
標
準

額
(
土
地
の
み
)
を
決
定
し

た
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を

つ
ぎ
の
と
お
り
み
な
さ
ん
の

縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
関

係
者
は
縦
覧
し
て
〈
だ
さ
い

マ
日
時
三
月
一
日
か
ら
三

月
二
十
一
日
ま
で

マ
場
所
市
役
所
課
税
課

な
お
、
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
と

課
税
標
準
額
に
不
服
の
あ
る
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場
合
は
、
三
月
一
日
か
ら
三

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
文
書

で
審
査
の
申
出
を
す
る
と
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
基
準
年
度
(
昭

和
四
十
二
年
度
)
の
価
格
を

据
置
い
た
土
地
ま
た
は
家
屋

に
つ
い
て
は
、
昨
年
中
に
地

目
変
換
、
家
屋
の
新
改
築
ま

た
は
損
壊
な
ど
の
事
情
が
あ

っ
た
場
合
を
除
い
て
は
審
査

の
申
出
を
す
る
と
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

〔
写
真
〕
H
八
重
桜
を
う
え
る
園
芸
高
校
の
生
徒
さ
ん

公園を

花いっぱいに-
大村公匿は、長崎県内

でも桜の名所として有名

ですが、この桜もこのご

ろでは老木が多くなりま

した。そこで、この桜を

若がえらせ、りっぱな花

をさかせるため、このほ

ど八重桜を大村公園一帯

にうえました。この桜も

来年春にはみごとな花を

つけるでしょう…と期待

されています。

種痘の予防接種

b 該当者生後2カ月から

12カ月のもの(昭和42年 1月

1日から昭和42年12月31日ま

でに生まれたもの〉で 1回も

接種をしていないもの。小学

校入学前 6カ月以内のもので

第 2期の接種が済んでいない

もの。

b 料金無料

接種していけない人

著るしい栄養障害者、まん

延世の皮フ病患者、重症の熱

性患者で径口生ポリオワクチ

ン投与後 2週間を経過してい

ないもの。麻しんワクチン

(はしかワクチン〉を接種して

1カ月を経過していないもの

は控えた方がよし、。

3
月

1
日

j
3月
幻
日

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
が
始
ま
り
ま
す

昭和43年 2月20日
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諏訪公民舘 |3月5日|山 l

3月6日 13且13臼|

3月14日

竹松本町公民詰

萱瀬出張所

松原出張所

福重出張所

鈴田出張所 |
|三 浦診療所 13月8日i3月15日

※接種時間はいずれも午後 2時から

3時30分まで

3月7日

所
得
税
、

事
業
税
、
市

民
税
の
申
告

は
、
い
ず
れ

も
三
月
十
五

日
ま
で
で
す

そ
こ
で
、

所
得
税
の
確

定
申
告
や
事

業
税
、
市
県

民
税
の
申
告

が
一
度
で
す

む
よ
う
に
、

国
県
市
が
協

力
し
て
共
同
納
税
相
談
を
行

な
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
年

度
の
税
金
の
申
告
に
つ
い
て

の
相
談
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
乙

の
機
会
を
利
用
し
て
明
る
い

納
税
が
で
き
る
よ
う
と
協
力

〈
だ
さ
い
。

マ
期
日
三
月
一
日
、
二
日

四
日
、
五
日

マ
時
間
い
ず
れ
も
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

マ
場
所
大
村
市
役
所

〔
申
告
の
要
領
〕

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
万
は
、
事
業
税
こ
市
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り

共同納税相談と申告
事業や譲渡所得のある方はこの日に・・・

i 

ま
せ
ん
。

⑧
土
地
や
家
な
ど
を
売
っ
た

と
き
な
ど
の
利
益
も
所
得

と
し
て
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

贈
与
税
申
告
と
納
税

昭
和
四
十
二
年
中
に
四
十

万
円
を
超
え
る
不
動
産
、
現

金
、
予
金
な
ど
の
贈
与
を
受

け
た
方
や
、
前
年
と
前
前
年

に
同
じ
人
か
ら
二
十
万
円
、
以

上
の
贈
与
を
受
け
た
人
は
、

贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

源
泉
所
得
税
の
還
付
申

生
ロ

源
泉
所
得
税
還
付
の
た
め

の
確
定
申
告
は
、
一
月
か
ら

受
付
け
て
い
ま
す
。
早
め
に

申
告
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

な
お
‘
乙
れ
ら
国
税
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

毎
月
五
の
日
が
税
の
相
談
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に

と
相
談
〈
、
た
さ
い
。
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モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
場
内

警
備
員
を
募
集

市
事
業
課
は
、
モ

l
グ

l

ボ

l
ト
開
催
時
臨
時
従
業
員

ハ
場
内
警
備
員
)
を
つ
ぎ
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
自
筆
履
歴

書
を
三
月
五
日
ま
で
に
事
業

課
に
提
出
し
て
〈
だ
さ
い
。

マ
資
格
市
内
に
居
住
し
て

い
る
人
で
、
満
二
十
五
才

か
ら
五
十
才
ま
で
の
男
子

な
お
、
〈
わ
し
い
乙
と
は

事
業
課
へ
お
た
ず
ね
〈
だ
き

し
ら
せ

り

修
学
・
就
職
・
支
度
資

金
を
貸
付

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

大村市政だよ

コ
i
ナ

i

象
と
し
、

貸
付
金
額
は
一

万
五
千
円
以
内
。
申
込
み

は
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

マ
修
学
資
金

高
校
、
盲
学
校
、
ろ
う
学

校
、
養
護
学
校
高
等
部
へ

の
入
学
決
定
者
を
対
象
と

し
、
貸
付
金
額
は
月
額
千

五
百
円
。

申
込
み
は
三
月
三
十

一
日

ま
で
。

な
お
、
申
込
は
い
ず
れ
も

市
役
所
福
祉
事
務
所
内
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
す
。

一
般
家
庭
用
の
米
穀
通

帳
を
切
替
え
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
米
穀

通
帳
は
、
有
効
期
闘
が
二
月

末
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

三
月
一
日
か
ら
は
無
効
に
な

庄町司
眠っているときが

むしばになりやすい

一番むしぽになりやすい

時間は、口が動かない睡眠

中だといわれます。

幼児期は、はの質ゃあま

いものをた〈さんたべるせ

いもあって、むしばになり

やすいのです。

はみがきは毎食後行なう

のがいいのですが、少な〈

とも「お きてみがいて、 み

がし 1てねる」ことだけは習

慣づけて行ないましょう。

とくに入学前の子供さ ん

には注意してあげましょう

簡易保険の最高加

入額が150万円に

(3) 

低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
て

つ
ぎ
の
と
お
り
修
学

・
就
職

・
支
度
資
金
の
貸
付
を
行
な

い
ま
す
。

マ
就
職
支
度
資
金

本
年
度
就
職
が
決
定
し
た

人
を
対
象
と
し
貸
付
金
額

は
二
万
五
千
円
以
内
。

申
込
み
は
二
月
二
十
九
日

ま
で
。

マ
修
学
支
度
資
金

ω本
年
小
、
中
学
校
に
入

学
す
る
人
を
対
象
と
し
、

貸
付
金
額
は

一
万
円
以
内

申
込
み
は
二
月
二
十
九
日

ま
で
。

ω高
校
、
盲
学
校
、
ろ
う

学
校
、
養
護
学
校
の
高
等

部
へ
の
入
学
決
定
者
を
対

? 

り
ま
す
。

新
し
い
通
帳
は
、

消
費
者

み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
登
録

し
て
い
る
米
穀
屈
に
配
付
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
住
所
、

人
員
の
異
動
な
ど
の
時
は
、

米
穀
庖
よ
り
通
帳
を
受
取
り

市
役
所
市
民
課
か
各
出
帳
所

で
手
続
を
す
ま
せ
て
か
ら
米

穀
屈
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。

古
い
通
帳
は
有
効
期
聞
が
す

ぎ
た
と
き
各
米
穀
屈
か
市
役

所
又
は
各
出
帳
所
に
返
納
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
新
通
帳
の
中
に
は
、

切
替
事
務
作
業
中
に
人
員
及

び
住
所
の
異
動
が
あ
っ
た
分

に
つ
い
て
、
一
部
未
整
理
の

も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
の
で
、
市
民
課
又
は
各
出

張
所
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

叫

米
穀
は
必
ず
登
録
し
て
あ

る
屈
か
ら
買
う
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

簡易保険では、契約者 1

人につき加入できる保険金

の限度額を150万円に引上

げました。

簡易保険の目的が国民生

活の安定ということにある

ことか ら、 簡単な手続で加

入できるように月掛集金制

と無診査制がとられていま

す。

乙の無診査のため弱体者

の加入という危険をカバー

するため加入できる限度額

が定められているのです。

乙の限度額の引上げで一

段 と簡易保険の保障力が強

化されたわけです。

3月15日まで簡易保険加

入運動が行なわれています

今年は明治 100年を記念し

て記念証書も発行されてい

ます。



(4) 

お
子
さ
ん
た
ち
の
火
遊
び

も
火
災
の
大
き
な
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
ほ

こ
り
が
た
ま
っ
て
い
た
り
、

部
品
が
不
良
だ
っ
た
の
を
知

ら
ず
に
い
た
た
め
過
熱
し
て

ほ
乙
り
に
火
が
つ
い
て
火
災

を
起
し
た
り
す
る
乙
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
ロ
ン

を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
、

お
と
な
り
の
奥
さ
ん
と
お
し

一
に
も
こ
に
も
火
の
用
心

も
し
火
災
の
と
き
は
、
あ

わ
て
ず
に
一
一
九
番
へ
。

ま
た
、
昨
年
の
き
し
木
で

根
が
で
て
い
る
も
の
で
も
、

寒
さ
に
注
意
し
な
い
と
枯
し

て
し
ま
い
ま
す
。
鉢
や
箱
に

き
し
た
も
の
は
軒
下
に
と
り

い
れ
、
庭
の
も
の
は
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
で
お
お
い
防
寒
を
し

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
た
め
に

火
事
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま

す。

に
も
こ
に
も
火
の
用
心

ー
火
事
に
な
っ
た
ら
大
変
で
す
|

り大村市政だよ

一
一
月
は
例
年
火
災
の
も
っ

と
も
多
い
月
で
す
。
強
い
季

節
風
が
吹
き
、
空
気
が
乾
燥

し
て
い
ま
す
の
で
大
火
に
な

り
や
す
い
の
で
す
。

火
の
も
と
は
だ
い
じ
よ
う

ぶ
で
し
ょ
う
か
。
タ
バ
コ
の

火
、
コ
グ
ツ
の
火
.
ふ
ろ
場

の
火
を
も
う
一
度
た
し
か
め

ま
し
ょ
う
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

石
油
コ
ン
ロ
の
せ
ん
は
し
ま

っ
て
い
ま
す
か
.
た
き
火
の

後
し
ま
つ
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。

パ
ラ
、

ア
ジ
サ
イ
な
ど
二
十

セ
ン
チ
位
の
長
さ
に
切
っ
て

日
あ
た
り
の
良
い
と
こ
ろ
に

さ
し
木
し
ま
す
。

古
式

園

モ

メ

落
葉
花
木
の
さ
し
木

今
月
は
落
葉
花
木
の
き
し

木
が
で
き
ま
す
。
ボ
ケ
、
ヤ

ナ
ギ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ツ
ル

良
い
本
を
読
み
、
ま
し
ょ
う

V5xzr£k
h向
日

-54干，
Z
7
C
3
1
5
2
4

っ
た
の
で
現
在
の
と
こ
ろ
乙

一s
)尚
J
h

匂イ
h・

μ仰
紘
一
憾
の
@
起
工
し
、
昭
和
三
十
六
年

u
j
fま
雪
削
減九

一

大

村

郵

便

局

ー

に

昇

格

し

昭

和

二

十

四

年

詩

計

七

f
v
鶴
野
配
野

ま
で
は
電
信
電
話
業
務
も
行
現
在
、
一
年
間
に
取
扱
う
一

N
M臨
圃
燃
綴
闇
闘
鵬
初
川
:

九
大
村
郵
便
局
の
創
設
は
全
な
っ
て
い
た
が
、
逓
信
省
が
一
般
郵
便
物
の
数
は
約
二
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